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十
三
年
度
前
半
を
経
過
し
て
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画
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調

査

開
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本

年

度

の

自

治

会
前

半

の
諸
行
事
も
町
内
皆
様
の
ご
協
力
、
役

員
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
無
事
終
了
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

後
半
の
活
動
と
し
て
、
自
主
防
災
会

の
夜
警
巡
回
（１２
月
１
日
～
１
月
末
日
）
・

１２
月
の
第
２
日
曜
日
（
９
日
）
に
町
内

一

斉
清
掃
（日
）
・
１２
月
１６
日
（日
）
自
治
会

館
大
掃
除
を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

町
内
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
ま
す
区
画

整
理
の
問
題
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
。

二
月
末
に
早
川
市
長
に
陳
情
書
を
提

出
し
、
さ
て
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き

に
市
長
が
急
逝
さ
れ
、　
一
時
中
断
と
い

負
治
会
会
長
　
　
須
永
　
昭

平成13年 9月 10日
須永繁雄 さん 95歳

う
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

吉
谷
新
市
長
誕
生
を
見
、
よ
う
や
く
ゴ
ー

の
指
示
を
頂
ま
し
た
。

市
当
局
は
、
九
月
十

一
日
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
、
財
団
法
人
土
地
区
画

整
理
協
会
と
正
式
に
委
託
契
約
を
し
、

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
役
所
内
部

の
部
局
間
で
の
調
整
を
経
て
、
十
四
年

度
は
、
そ
れ
を
基
に
し
た
市
に
よ
る
説

明
会
の
開
催
、
十
五
年
度
は
住
民
の
意

思
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
進
展
、　
一
度
動

き
出
し
た
ら
後
退
は
出
来
な
い
状
況
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
又
、
住
民
サ
イ
ド

の
希
望
を
取
り
上
げ
る
資
料
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
資
料
・自
治
会
会
員

名
簿
等
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
提

出
し
て
あ
り
ま
す
。

自
治
杏
副
会
長
　
咸

ロ
　
キ

今
年
も
余
日
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
の
世
帯
数
も
今
年
度
末
に
は

４００

世
帯
と
な
り
さ
ら
に
増
加
が
予
想

敬老の 日

現
在
は
、
九
月
か
ら
十
二
月
に
掛
け

て
、
何
処
か
ら
何
処
ま
で
の
地
域
が
適

当
で
あ
る
か
を
調
査
す
る

エ
リ
ア
設
定

の
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

明
る
く
住
み
良
い
街
造
り
は
長
く
て

根
気
の
い
る
事
業
で
す
。
次
世
代
の
為

に
も
町
内
の
発
展
の
為
に
も
、
町
内
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
現
況
報
告
と
致
し
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。，
こ
の
機
会
に
自
治
会
活
動

に
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た

く
、
今
年
度
前
半
の
活
動
経
過
の
大
枠

を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

①
　
納
涼
祭
七
月
二
十
八
日
（土
）育

成
会
と
共
催
に
て
、
グ

ス
ト
歌
手
に

【千
田
か
お
り
】
を
招
待
し
て
盛
大
に

実
施
。

②
　
敬
老
会
九
月
十
日
（日
）
町
内
敬

老
該
当
者
、
最
高
齢
９５
歳
の
須
永
繁
雄

様
ほ
か
７９
名
を
招
待
。

③
　
第
５７
回
山
辺
地
区
体
育
祭
十
月

七
日
（日
）

に
参
加
、
健
闘
し
た
が
第
５
位
の
成
績

に
終
わ
る
。

④
　
文
化
祭
十

一
月
二
～
四
日
の
両

日
に
開
催
、
恒
例
の
つ
る
し
鍋
・茶
会

も
あ
り
盛
大
で
し
た
。

⑤
　
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
を
民
生
委

員
と
役
員
に
て
十

一
月

一
日
よ
り
慰
問

訪
間
を
実
施
。

年
末
に
向
け
て
の
活
動
予
定
と
し
て

自
主
防
災
会
の
夜
警

・
町
内

一
斉
清

掃
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
気
付
き
の
点
な
ど
ご
遠
慮

な
く
お
間
か
せ
下
さ
い
。

町
内
皆
々
様
の
新
年
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

長寿者

防
災
会
か
ら
の
お
願
い

“
リ
ー
ダ
ー
　
子
川
　
栄
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西
新
井
町
防
災
会
が
夜
間
警
備
を
始

め
て
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
町
内
皆
様
の
お
陰
で
す
。

又
、
町
内
全
世
帯
参
加
を
対
象
に
夜
間

巡
回
は
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は

役
員
の
不
慣
れ
の
為
に
皆
様
に
色
々
と

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
事
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
そ
の
反
省
の
上
に
、
少
し
で
も

ご
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
計
画
致
し

ま
し
た
が
、
ご
気
付
き
の
点
は
遠
慮
な

く
申
し
出
下
さ
い
。

今
年
も
町
内
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
・町
を
よ
り
安
全
で
住
み
易
く
す
る

様
に
、
各
隣
組
毎
に
夜
間
巡
回
日
を
設

定
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

て
、
辻
か
ら
辻

ヘ
チ
ン
カ
ラ
カ
ン
と
高

張
先
頭
に
大
鼓
・鉦
と
手
作
り
提
灯
競

も
昔
の
屋
号
を
使
用
し
、
川
端
家
（か

わ
ば
た
ん
ち
）
。
菓
子
屋
、
又
、
町
内

区
分
の
内
出
草

・
庚
申
車

。
上
車

・
辻

廓
車
の
○
○
ち
ゃ
ん
と
表
現
し
た
。

昭
和
１３
年
頃
農
繁
期
に
な
る
と
町
内

の
永
明
寺
が
託
児
所
を
兼
ね
て
、
幼
児

２０
名
程
預
か
る
。

又
、
昭
和
３０
年
頃
寺
の
境
内
に
大
舞

台
を
設
け
、
青
年
団
が
演
芸
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
近
代
日
本
の
急
速
な
変
化

で
、
こ
れ
等
も
多
少
形
を
変
え
て
自
治

会

へ
引
き
継
が
れ
、
町
内
行
事
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

石
神
神
社
で
は
、
昭
和
１６
年
太
平
洋

戦
争
勃
発
か
ら
２０
年
の
終
戦
の
間
、
毎

週
日
曜
日
に
な
る
と
早
朝
か
ら
大
勢
の

が
境
内
を
清
掃
し
、
先
生
と
学
生

員
で
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
必
勝
祈

し
ま
し
た
。
昭
和
２３
年
か
ら

２５
年
頃
神
社
拝
殿
の
茅
葺
屋
根
を
瓦

根
に
改
築
、
そ
の
費
用
捻
出
に
北

の
大
杉
２
本
伐
採
し
競
売
に
掛
け

成
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
で
も
春
・秋

の
お
祭
り
、
夏
の
お
御
輿
祭
り
を
盛

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

わ
が
町
内
の
南
に
貫
く
幹
線
道
路

は
、
昭
和
４４
年
に
国
道
５０
号
建
設
予

の
測
量
が
始
ま
り
、

５０
年
に
開

両
端
隣
組
は
田
畑
が
多
く
、
６

で
し
た
が
今
は
２１
軒
と
な
り
こ
れ
か

ら
益
々
増
加
す
る
事
で
し
ょ
う
。

西
新
井
町
の
近
代
化
を
目
指
し
て
、

区
画
整
理
も
動
き
出
し
ま
し
た
。
益
々

発
展
す
る
わ
が
西
新
井
町
を
住
民

一
体

と
な
っ
て
、
安
全
で
住
み
良
い
街
に
致

し
ま
し
よ
う
。

西
新
井
町
住
民
推
移
表

（平
成
１３
年
１０
月
調
査
）

１０
％
の
人
選
か
こ
こ
３
年
の
間
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た

音
を
知
る
事
は
郷
土
の
春
看
を
よ
り
高
め
る
事
″
田
０い
今

昔
物
計
を
お
願
い
し
ま
し
亀

少
し
は
お
役
に
立
つ
た
で

し
ょ
フ
か
。
皆
様
の
デ
三
曇
几
・投
稿
菱
言

昭
和
中
期
か
ら
昭
和
後
期
頃
ま
で
、

毎

年

８

月

１

日

よ

り

７

日

間

‘

な
′
ざ

ふ

み

た

ぶ

つ
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「南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
夕
方
か
ら
大
行

事
宅
を
出
発
し
、
各

じ家
糠
の́
門
門
毎
に

線
香
を
手
向
け
、
大
数
珠
を
回
し
「家

内
安
全

・
五
穀
豊
穣

・
平
和
」
を
祈

っ

(1)足利郡堀込村小字西新井

(2)明治22年 4月 1日 に5ヶ村が合併

堀込村 (西新井・中川含む)

借宿村・田中村・朝倉村・人幡村

足利郡山辺村大字堀込小学西新井となる。

(3)昭和 13年 4月 1日 山辺村が山辺町になる。

(4)昭和28年 4月 1日

山辺町 (人口14.945名 ・世帯数3.151戸 )

足利市に合併
足利市西新井町として独立

但し、地番は堀込より引継 ぐ

い
て
続
く

祈
願
も
時

の
流
れ
と

共
に
廃
止

と
な
る
。

昭
和
２４

年
頃
の
西

新
井
町
は

農
業
地
帯

で
、
現
在

の
ア
キ
レ

ス
Ｔ
頭易雀峡

奪
副

畑

苗
字
は
８

ク

リ

ー

ン
リ

ー

ダ

ー

　

須

ネ

武

鷺

総数 (名 ) 男 女 世帯数 (戸 )平成 年

503 534 3355 1.037

507 521 3291. 028

502 513 3307 1.015

332ご 1. 020 502 518

3389 1. 030 510 520

32810 1. 001 499 502

34311 1.044 521 523

34912 1.065 528 537
3735645661. 13013
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